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∬ - 0.0-0.3についての(1)の発光線は図 1にまとめられるように2つの系列から
WAVELENGTH (nm)
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系列 )の各 sideband間の間隔は図 1において見られるように,hwLOずつ離れている｡
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塩素原子を含む気体分子の内殻吸収スペクトル
二 宮 健
I.序 塩素原子を含む気休分子のCIL2,3吸収スペクトル (hy-200eV付近に現わ
れる)の測定は Hayes,Brown,GlusI止inらによって行なわれたが,分解能,吸収断面積
の絶対値あるいは各構造の帰属は未だ十分あきらかではない｡また,塩素は比較的大き
な原子であることから, HClとC12のCII｣2,3イオン化エネルギー付近 特に電離連続
帯でのそれぞれの吸収スペクトルを比較することにより,分子中でのC12p殻からの励起
電子に対する分子場の効果にっいての知見が得られることが期待されるが, L2,3領域か
らLl領域にかけての電離連続帯でのCJL吸収スペクトルの測定柳 まないoまた,BC13
については,BのK吸収スペクトルからC13荷電子の形成するbarrierの効果に関するよ
り詳しい情報が得られると思われ,さらに, BのK吸収スペクトルとClのL2,3吸収ス
ペクトルがほぼ同じエネルギー領域に現われる可能性があることから, 2つの原子の励
起状態間の相互作用も観測されると期待できる｡
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